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平
成
20
年
度
の
予
算
と
事
業

震
災
か
ら
の
本
格
復
興
へ　

～
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
～

　

震
災
か
ら
3
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
度
は
復
興
計
画
中
期
（
再
生
段
階
）
の
初
年
度
で
あ
り
、
震
災
か
ら
の
本
格
復
興
に
向

け
、
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
第
四
次
小
千
谷
市
総
合
計
画
の
都
市
像
「
創
造
、
伝
統
、
自
然
が
織
り
な
す
誇
り
あ
る
ま

ち
お
ぢ
や
」
の
実
現
に
向
け
、
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

子育て支援

産業の振興交流・定住促進

防災のまちづくり
　放課後児童健全育成事業、新
しく始める病後児預かり仲介
サービス、不妊治療費助成とと
もに、ベビー・ファースト運動
の推進によって地域全体での子
育て支援を進めます。

　震災記録誌、ハザードマッ
プ、防災マップを作成するとと
もに、小・中学校の耐震補強事
業を引き続き進めます。

　農村都市共生事業による交流
の推進とともに、新しくＵ・Ｊ・
Ｉターンによる就職、就農者へ
の家賃補助を実施し定住を促進
することにより、市の活性化を
図ります。

　人材育成・技術伝承を目的と
したテクノ小千谷名匠塾やおぢ
やファンクラブの支援、養殖錦
鯉輸出特別対策事業補助、産学
交流会・経済懇談会の開催を支
援します。

　必要性、緊急性の高いものとして、4 つの分野
について、重点的・効率的に事業を実施します。

一般会計（総額） 17,060,000

特別会計（総額） 11,145,599

国民健康保険 3,659,207

老人保健 772,934

下水道 2,398,701

農業集落排水事業 545,508

介護保険 3,020,117

宅地造成事業 20,922

後期高齢者医療 728,210

企業会計（総額） 3,512,128

ガス事業 1,868,962

水道事業 1,253,964

工業用水道事業 389,202

（単位：千円）

平成 20年度予算のあらまし平成 20年度一般会計予算の内訳
総額　170億 6,000 万円

4つの重点施策

教育費
2,913,038千円

土木費
2,413,074千円

総務費
1,928,465千円

衛生費
1,506,602千円

農林水産業費
743,994千円

その他
162,752千円

商工費
926,842千円

歳出

民生費
3,797,181千円

公債費
1,663,528千円

（市が使う予定のお金）

消防費
703,323千円

議会費
153,624千円

災害復旧費
106,408千円 労働費

41,169千円

2

歳入

市税
5,794,708千円

自主
財源
54.6％

依存
財源
45.4％

繰入金・諸収入等
3,527,360千円

地方交付税
3,450,000千円

市債
1,595,500千円

国庫支出金
1,132,174千円

その他
790,100千円

県支出金
770,158千円

（市がお預かりするお金）
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○
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る

　
交
流
事
業
の
開
催

　

震
災
時
に
支
援
を
い
た
だ
い

た
地
域
、
団
体
と

ス
ポ
ー
ツ
を
通

し
た
交
流
を
行

い
ま
す
。

○
地
域
復
興
の
支
援	

　

サ
ン
プ
ラ
ザ
内
に
地
域
支
援
セ

ン
タ
ー
を
開
設
し
、
地
域
産
業
と

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
復
興
を

進
め
ま
す
。

震
災
復
興

　

●
震
災
記
録
誌
発
行�

5
0
0
万
円

　

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
事
業
補
助�

3
5
0
万
円

　

●
お
ぢ
や
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
運
営
費
補
助�

	

1
5
0
万
円

　

●
震
災
復
興
ス
ポ
ー
ツ
交
流
事
業�

1
0
0
万
円

①
人
を
育
み
文
化
の
香
る
ま
ち

　

●
す
い
せ
ん
プ
ラ
ン
推
進
事
業
（
新
規
）�

4
4
8
万
円

　

●
小
・
中
学
校
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
育
推
進
事
業
（
拡
充
）

　
　

�

6
3
1
1
万
円

　

●
特
別
支
援
教
育
事
業
（
新
規
）�

1
1
1
8
万
円

　

●
小
千
谷
小
学
校
改
築
事
業
（
新
規
）�

12
億
50
万
円

　

●
ス
ク
ー
ル
ア
シ
ス
タ
ン
ト
経
費�

9
7
3
万
円

　

●
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー
設
置
、
運
営
経
費
（
新
規
）

　
　

�

5
0
1
9
万
円

　

●
陶
芸
窯
整
備
（
新
規
）�

2
3
0
万
円

　

●
地
域
ジ
ュ
ニ
ア
競
技
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
育
成
事
業

　
　

�

2
1
0
万
円

　

●
国
体
開
催
推
進
事
業�

4
0
0
万
円

　

●
白
山
運
動
公
園
第
三
庭
球
場
路
面
整
備
工
事

　
　

�

1
6
0
0
万
円

　

●
市
民
プ
ー
ル
内
外
装
整
備
（
新
規
）�

2
5
5
0
万
円

①
人
を
育
み
文
化
の
香
る
ま
ち
（
教
育
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
）

事 

業 

と 

予 

算 

額

震
　
災
　
復
　
興

○
小
千
谷
小
学
校

　
改
築
工
事
の
開
始

　

平
成
22
年
度
ま
で
の
3
年
で
全

面
改
築
を
行
い
ま
す
。
工
事
期
間

中
、
児
童
や
地
域
の
み
な
さ
ん
の

安
全
確
保
と
学
習
環
境
や
地
域
へ

の
配
慮
に
細
心
の
注
意
を
払
っ
て

工
事
を
進
め
ま
す
。
新
校
舎
へ
の

移
転
は
、
平
成
22
年
4
月
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

○
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー
の

　
開
設

　

旧
信
濃
川
テ
ク
ノ
・
ア
カ
デ

ミ
ー
校
舎
を
改
修
し
、
文
化
の
振

興
や
生
涯
学
習
活
動
の
推
進
、
市

民
の
交
流
を
目
的
と
し
た
市
民
学

習
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
す
。

　

7
月
開
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

○
市
民
の
家

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
　

　

浴
室
（
シ
ャ
ワ
ー
）
の
増
設
、

体
育
館
の
床
の
改
修
な
ど
を
行

い
よ
り
快
適
で
利
用
し
や
す
く

し
ま
す
。

○
県
展
の
開
催

　

県
展
巡
回
展
が
当
市
で
開
催
さ

れ
る
こ
と
に
あ
わ
せ
て
美
術
特
別

講
座
を
開
設
し
ま
す
。

○
ト
キ
め
き
新
潟
国
体

　
ま
で
あ
と
1
年

　

国
体
開
催
１
年
前
に
な
る
こ
と

か
ら
、
8
月
に
リ
ハ
ー
サ
ル
国
体

と
し
て
第
29
回
北
信
越
国
民
体
育

大
会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
他
に

も
全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
を
当
市
で

開
催
し
ま
す
。

○
震
災
記
録
誌
の
発
行

　

震
災
の
貴
重
な
経
験
や
教
訓
を

今
後
に
生
か
す
た
め
、
市
の
被
災

状
況
や
震
災
後

の
取
り
組
み
に

つ
い
て
ま
と
め

た
記
録
誌
を
発

行
し
ま
す
。
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○
古
紙
回
収
の
開
始

　

こ
れ
ま
で
地
域
を
限
定
し
て
実

施
し
て
い
た
古
紙
類
の
回
収
を
市

内
す
べ
て
の
地
域
で
行
い
ま
す
。

②
安
全
で
快
適
な
美
し
い
環
境
の
ま
ち
（
環
境
、
防
災
、
交
通
安
全
）

②
安
全
で
快
適
な
美
し
い
環
境
の
ま
ち

　

●
母
子
生
活
支
援
施
設
・
公
営
住
宅
耐
震
診
断

　
　

�

1
4
6
0
万
円

　

●
資
源
物
集
団
回
収
奨
励
事
業�

7
0
2
万
円

　

●
古
紙
回
収
事
業
（
拡
充
）�

2
2
7
万
円

　

●
東
小
千
谷
地
区
洪
水
対
策
事
業
（
新
規
）�

1
0
0
0
万
円

　

●
除
雪
対
策
経
費�

3
億
4
7
2
5
万
円

　

●
消
防
団
員
活
動
服
整
備
（
新
規
）�

1
0
8
5
万
円

　

●
消
防
施
設
整
備
事
業
（
新
規
）�

3
9
0
1
万
円

　

●
備
蓄
物
資
購
入
・
防
災
用
備
品
整
備�

6
4
0
万
円

　

●
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
・
防
災
マ
ッ
プ
作
成
（
新
規
）

　
　

�

1
0
5
8
万
円

　

●
孤
立
集
落
対
策
用
衛
星
携
帯
電
話
維
持
経
費�

1
8
9
万
円

　

●
小
・
中
学
校
耐
震
補
強
事
業�

1
7
7
5
万
円

　

●
可
燃
ご
み
・
不
燃
ご
み
処
理
事
業�

4
億
3
6
0
2
万
円

③
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

　

●
障
が
い
者
介
護
給
付
費
・
訓
練
等
給
付
費
扶
助

　
　

�

3
億
1
5
2
3
万
円

　

●
障
が
い
者
地
域
生
活
支
援
事
業�

3
5
7
4
万
円

　

●
補
装
具
費
給
付
事
業�

5
9
9
万
円

　

●
自
立
支
援
医
療
費
給
付
事
業
（
更
生
医
療
）

　
　

�

2
5
0
7
万
円

　

●
在
宅
ね
た
き
り
老
人
介
護
手
当�

2
6
7
8
万
円

　

●
介
護
予
防
・
地
域
支
え
合
い
事
業�

3
2
7
9
万
円

　

●
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
事
業�

1
5
6
5
万
円

○
災
害
時
の
迅
速
な
避
難

　
を
め
ざ
し
て

　

信
濃
川
や
茶
郷
川
、
表
沢
川
を

中
心
に
浸
水
想
定
区
域
図
な
ど
を

基
に
避
難
所
や
災
害
時
要
援
護
者

施
設
な
ど
を
図
に
示
し
た
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
す
。

　

ま
た
、
土
砂
災
害
危
険
区
域
や

警
戒
区
域
な
ど
を
基
に
、
避
難
所

や
災
害
時
要
援
護
者
施
設
な
ど
を

図
に
示
し
た
防
災
マ
ッ
プ
も
作
成

し
ま
す
。
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ビ
ー
・
フ
ァ
ー
ス
ト
運
動
を
推
進

し
ま
す
。

　

ま
た
、
特
定
不
妊
治
療
を
受
け

ら
れ
る
方
の
治
療
費
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

　

妊
婦
の
健
康
管
理
の
向
上
の
た

○
高
齢
者
支
援
体
制
の

　
充
実

　

４
月
か
ら
新
潟
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
が
運
営
主
体
と
な

り
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
始
ま

り
ま
す
。

○
子
育
て
支
援
策
の
充
実

▽
病
後
児
預
か
り
仲
介
サ
ー

ビ
ス
の
開
始

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
で
病
気
回
復
期
な
ど
の
病

後
児
を
預
か
る
仲
介
サ
ー
ビ
ス
を

開
始
し
、
子
育
て
支
援
の
一
層
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

▽
子
育
て
環
境
の
整
備

　

妊
産
婦
に
優
し
い
地
域
づ
く
り

を
め
ざ
し
、
市
内
の
事
業
所
な
ど

の
協
力
を
得
な
が
ら
駐
車
場
や
レ

ジ
へ
の
優
先
を
表
す
マ
タ
ニ
テ
ィ

マ
ー
ク
の
設
置
な
ど
を
行
い
、
ベ

　

●
未
満
児
保
育
促
進
事
業
補
助�

5
4
0
万
円

　

●
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業�

2
1
9
0
万
円

　

●
児
童
扶
養
手
当
支
給�

9
3
1
2
万
円

　

●
児
童
手
当
支
給�

3
億
3
4
万
円

　

●
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
▽
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

　
　

ン
タ
ー
▽
病
後
児
預
か
り
仲
介
サ
ー
ビ
ス
（
新
規
）
▽
保
育
サ

　
　

ポ
ー
タ
ー
派
遣
▽
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
経
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

2
9
0
3
万
円

　

●
健
康
診
査
・
が
ん
検
診
事
業�

7
5
2
5
万
円

　

●
予
防
接
種
事
業�

5
0
6
9
万
円

　

●
母
子
保
健
事
業
▽
ベ
ビ
ー
・
フ
ァ
ー
ス
ト
運
動
事
業
（
拡
充
）

　
　

▽
妊
婦
一
般
健
康
診
査
事
業
▽
不
妊
治
療
費
助
成
（
新
規
）

　
　

�

1
5
0
2
万
円

　

●
乳
児
・
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業�

7
5
2
2
万
円

　

●
幼
稚
園
振
興
事
業
補
助
（
拡
充
）�

3
4
5
6
万
円

　

●
国
民
健
康
保
険
給
付
費�

23
億
4
5
7
8
万
円

　

●
後
期
高
齢
者
支
援
金
（
新
規
）�

3
億
9
7
5
5
万
円

　

●
人
間
ド
ッ
ク
助
成
事
業�

2
8
5
4
万
円

　

●
健
康
づ
く
り
推
進
事
業�

3
1
4
万
円

　

●
特
定
健
康
診
査
・
保
健
指
導
事
業
（
新
規
）�

2
7
8
3
万
円

　

●
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費�

26
億
6
4
9
4
万
円

　

●
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
給
付
費�

1
億
1
3
8
0
万
円

　

●
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費�

3
0
4
7
万
円

　

●
地
域
支
援
事
業
（
介
護
予
防
事
業
）�

4
0
6
2
万
円

　

●
地
域
支
援
事
業
（
包
括
的
支
援
事
業
・
任
意
事
業
）

　
　

�

3
8
8
8
万
円

　

●
後
期
高
齢
者
保
健
事
業
（
新
規
）�

6
3
8
万
円

　

●
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付
金
（
新
規
）

　
　

�

6
億
6
3
5
6
万
円

③
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
（
福
祉
、
健
康
、
医
療
）

め
、
公
費
負
担
に
よ
る
健
診
を
引

き
続
き
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
赤

ち
ゃ
ん
が
健
や
か
に
育
つ
よ
う
、

生
後
４
か
月
ま
で
の
乳
児
が
い
る

家
庭
へ
の
助
産
師
訪
問
事
業
を
実

施
し
、
子
育
て
し
や
す
い
環
境
の

整
備
を
進
め
ま
す
。
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④
活
気
に
満
ち
た
産
業
の
ま
ち　

　

●
就
職
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
経
費�

1
6
8
万
円

　

●
被
災
地
域
緊
急
雇
用
創
出
事
業�

1
8
0
0
万
円

　

●
テ
ク
ノ
小
千
谷
名
匠
塾
補
助�

1
0
0
万
円

　

●
新
潟
米
ブ
ラ
ン
ド
強
化
推
進
事
業
補
助�

2
2
0
0
万
円

　

●
新
規
就
農
者
支
援
事
業
補
助�

2
8
8
万
円

　

●
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業
補
助�

3
9
4
0
万
円

　

●
生
産
調
整
推
進
対
策
奨
励
補
助�

1
5
0
0
万
円

　

●
農
業
基
盤
整
備
事
業�

8
4
3
7
万
円

　

●
堆
肥
置
場
整
備
（
新
規
）�

2
0
0
0
万
円

　

●
養
殖
錦
鯉
輸
出
特
別
対
策
事
業
補
助�

2
7
5
万
円

　

●
産
学
交
流
会
・
経
済
懇
談
会
負
担
金
（
新
規
）�

30
万
円

　

●
工
場
設
置
奨
励
金�

2
2
5
0
万
円

　

●
商
工
業
融
資
資
金
預
託�

5
億
8
7
0
0
万
円

　

●
企
業
立
地
促
進
事
業
（
新
規
）�

6
0
0
万
円

　

●
就
業
者
定
住
促
進
住
宅
家
賃
補
助
事
業
（
新
規
）

　
　

�

9
0
0
万
円

⑤
豊
か
な
自
然
環
境
と
共
生
す
る
ま
ち

　

●
管
内
図
作
成
業
務�

1
6
3
0
万
円

　

●
都
市
計
画
変
更
業
務�

2
0
0
万
円

　

●
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
変
更
業
務�

2
0
0
万
円

　

●
都
市
計
画
変
更
基
礎
調
査
業
務
（
新
規
）�

4
1
0
万
円

　

●
都
市
計
画
道
路
東
栄
元
中
子
線
道
路
新
設
事
業

　
　

�

1
億
6
9
5
8
万
円

　

●
公
営
住
宅
施
設
整
備�

4
4
7
9
万
円

　

●
公
共
下
水
道
整
備
事
業�

4
億
2
2
5
4
万
円

　

●
宅
地
内
汚
水
ポ
ン
プ
設
置
整
備
事
業�

2
0
0
万
円

④
活
気
に
満
ち
た
産
業
の
ま
ち
（
産
業
、
経
済
）

⑤
豊
か
な
自
然
環
境
と
共
生
す
る
ま
ち
（
都
市
基
盤
）

○
農
産
物
加
工
品
開
発
の

　
場
所
を
提
供

　

地
元
農
産
物
を
使
用
し
て
、
農

産
物
加
工
品
の
開
発
や
練
習
を

○
新
潟
米
ブ
ラ
ン
ド
強
化

　
推
進
事
業

　

Ｊ
Ａ
越
後
お
ぢ
や
の
カ
ン
ト

リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
機
能
強
化

を
支
援
し
ま
す
。

○
東
小
千
谷
地
区
の

　
都
市
整
備

　

東
栄
元
中
子
線
の
工
事
に
着
手

し
ま
す
。
ま
た
、
東
小
千
谷
地
区

洪
水
対
策
基
本
計
画
を
基
に
降
雨

時
の
洪
水
対
策
を
進
め
ま
す
。

○
錦
鯉
の
海
外
輸
出
を

　
支
援

　

海
外
向
け
輸
出
錦
鯉
の
コ
イ
ヘ

ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
の
検
査
に
必
要

な
費
用
を
補
助
し
、
錦
鯉
販
売
の

海
外
輸
出
を
支
援
し
ま
す
。

○
企
業
立
地
促
進
の
た
め

　
の
準
備

　

企
業
が
立
地
す
る
た
め
の
優
遇

施
策
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
企
業
立

地
法
に
基
づ
く
計
画
を
策
定
し
ま

す
。
あ
わ
せ
て
、
工
業
団
地
候
補

地
の
地
質
調
査
、
地
下
水
調
査
を

実
施
し
ま
す
。

行
う
施
設
と
し
て
、
農
業
管
理
セ

ン
タ
ー
の
調
理
実
習
室
を
改
修

し
ま
す
。

○
都
市
計
画
事
業
の
推
進

　

ま
ち
づ
く
り
計
画
を
推
進
す
る

た
め
、
将
来
を
見
据
え
た
都
市
計

画
の
変
更
を
進
め
ま
す
。

○
上
片
貝
地
区
の
農
業

　
集
落
排
水
供
用
開
始

　

平
成
21
年
3
月
末
の
完
成
を
目

指
し
て
、
上
片
貝
地
区
の
農
業
集

落
排
水
事
業
の
工
事
を
進
め
て
い

ま
す
。
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●
上
片
貝
地
区
農
業
集
落
排
水
事
業�

2
億
7
8
1
3
万
円

　

●
ガ
ス
・
水
道
管
路
情
報
シ
ス
テ
ム
整
備
（
新
規
）

　
　

�

5
0
6
1
万
円

　

●
水
道
未
普
及
地
域
解
消
事
業�

8
0
0
万
円

　

●
ガ
ス
管
耐
震
化
事
業�

8
8
0
3
万
円

　

●
球
形
ガ
ス
ホ
ル
ダ
ー
耐
震
化
事
業�

1
億
5
8
0
0
万
円

　

●
配
水
管
耐
震
化
事
業�

4
6
8
0
万
円

　

●
信
濃
川
右
岸
堤
防
改
修
事
業
推
進�

　

●
国
道
1
1
7
号
千
谷
バ
イ
パ
ス
道
路
改
築
事
業
推
進�

　

●
一
級
河
川
茶
郷
川
改
修
事
業
推
進

　

●
一
級
河
川
表
沢
川
改
修
事
業
推
進�

⑥
人
と
人
と
が
ふ
れ
あ
う
ま
ち�

　

●
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
活
動
費
補
助�

1
0
0
万
円

　

●
農
村
都
市
共
生
推
進
事
業
（
ソ
フ
ト
事
業
）�

5
9
4
万
円

　

●
農
村
都
市
共
生
整
備
事
業
（
ハ
ー
ド
事
業
）�

7
9
3
6
万
円

　

●
ふ
れ
あ
い
の
里
管
理
費�

1
0
4
6
万
円

　

●
総
合
産
業
会
館
サ
ン
プ
ラ
ザ
改
修
（
新
規
）�

7
3
0
万
円

　

●
小
栗
山
観
光
道
路
整
備
（
新
規
）�

2
5
8
7
万
円

　

●
地
域
間
交
流
セ
ン
タ
ー
施
設
維
持
修
繕�

2
2
0
0
万
円

　

●
市
民
の
家
整
備�

3
2
0
0
万
円

計
画
推
進
の
た
め
に

　

●
市
議
会
本
会
議
映
像
配
信
（
新
規
）�

63
万
円

　

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
更
新�

9
5
0
万
円

　

●
庁
内
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
事
業�

1
7
6
9
万
円

　

●
戸
籍
電
算
化
事
業
（
新
規
）�

4
1
0
1
万
円

⑥
人
と
人
と
が
ふ
れ
あ
う
ま
ち
（
交
流
、
市
民
参
加
）

計
画
推
進
の
た
め
に

○
市
民
本
位
の
行
財
政

　
運
営

　

小
千
谷
市
行
政
改
革
大
綱
に
基

づ
く
集
中
改
革
プ
ラ
ン
を
引
き
続

き
実
施
し
、
市
民
本
位
の
市
政
の

実
施
と
健
全
な
財
政
運
営
を
推
進

し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
新
た
に
ち
ぢ
み

の
里
と
ひ
か
り
工
房
に
指
定
管

理
者
制
度
を
導
入
し
ま
す
。
行
政

の
効
率
化
と
民
間
主
導
に
よ
る

よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

行
い
ま
す
。

○
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
ふ

　
れ
あ
い
の
里
オ
ー
プ
ン

　

全
30
棟
が
完
成
し
、
ふ
れ
あ
い

の
里
を
基
点
と
し
て
、
交
流
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
都
市
部
の
中
学
生
を
受

け
入
れ
る
教
育
体
験
旅
行
が
本
格

的
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

○
小
千
谷
の
観
光
資
源
の

　
強
化

　

お
ぢ
や
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
へ
の
支

援
や
、
牛
の
角
突
き
会
場
周
辺
の

道
路
整
備
、
サ
ン
プ
ラ
ザ
改
修
な

ど
観
光
資
源
の
強
化
・
利
用
促
進

を
し
、
お
ぢ
や
フ
ァ
ン
の
拡
大
、

交
流
人
口
の
増
加
を
図
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
企
画
財
政
課

企
画
係
�
83
・
3
5
0
7
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小千谷市定住促進事業

　小千谷市では、市内への定住促進を図るために、40 歳以下のＵ・Ｊ・Ｉ
ターンによる就職者または、Ｕ・Ｊ・Ｉターンによる新規就農者が、小千谷
市に住民登録をして民間の賃貸住宅を借りた場合に、月額家賃の 3 分の 1

（15,000 円を限度）を 3 年間を限度に補助します。

区 分 要 件

Ｕターン就職者 小千谷市の出身者で、市外の事業所に就職した後、市内の事業所
に再就職、または就業された方

Ｊターン就職者 小千谷市以外の出身者で、市外の事業所へ就職した後、市内の事
業所に再就職、または就業された方

Ｉターン就職者 小千谷市以外の出身者（新規学卒者を含む）で、市内の事業所に
就職または就業された方

Ｕ・Ｊ・Ｉターン新規就農者 Ｕターン、ＪターンまたはＩターンにより、専
もっぱ

ら農業で生計を維
持することを目的に就農した方

小千谷で働き　小千谷で暮らす

U・J・I ターンを応援します！

■補助対象者／年齢が 40 歳以下で、住民登録をした日、または就職（就農）した日のいずれか 
　早い日から 6 か月以内の方で次の表のいずれかに該当する方。

※ただし、市内の事業所の中でも、公務や人事異動に伴う市外への転勤が想定される事業所は除
　きます。（小千谷市内に本店があり、市内に住民登録しながら、市外の支店や営業所に勤務す
　る方は対象となります）

■対象住宅／市内の民間の借家、アパートなど
　※勤務する事業所の社宅や社員寮・雇用促進住宅などの公共的な住宅は除く
■補助金の額／支払った家賃の月額（共益費を除く）と、当該借家などに付属する駐車場の使用
　料との合計金額の3分の1以内の額（15,000円を限度、千円未満切捨て）
■交付期間／交付決定の月から3年間を限度

■申請・問い合わせ／建設課建築住宅係� 83-3514
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活
環
境
係
長
）
▽
税
務
課
管
理
収
納
係
長
・
佐
藤
甲
三
（
ち
ぢ

み
の
里
総
務
係
長
）
▽
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係
長
・
篠
田
淳

一
（
総
務
課
地
域
振
興
支
援
職
員
）
▽
市
民
生
活
課
保
険
年
金

係
長
・
滝
沢
義
巳
（
税
務
課
主
幹
・
昇
任
）
▽
会
計
課
出
納
係

長
・
平
沢
正
代
（
商
工
観
光
課
主
幹
・
昇
任
）
▽
下
水
道
課
建

設
係
長
・
吉
田
正
栄
（
企
画
財
政
課
主
幹
・
昇
任
）
▽
高
齢
福

祉
課
介
護
保
険
係
長
・
谷
口
則
子
（
同
課
主
幹
・
昇
任
）
▽
企

画
財
政
課
財
政
係
長
・
井
口
隆
（
同
課
主
幹
・
昇
任
）

○
保
育
士

【
園
長
級
】

▽
片
貝
保
育
園
長
・
中
村
一
美
（
岩
沢
保
育
園
長
）
▽
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
長
・
和
田
千
栄
子
（
北
保
育
園
長
）
▽
岩
沢
保

育
園
長
・
小
比
田
久
美
子
（
片
貝
保
育
園
長
）
▽
健
康
福
祉
課

副
参
事
・
田
村
恵
美
子
（
東
保
育
園
長
）
▽
北
保
育
園
長
・
阿

部
テ
ル
ミ
（
ひ
か
り
工
房
庶
務
指
導
係
長
）
▽
東
保
育
園
長
・

阿
部
千
明
（
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
長
）

小
千
谷
地
域
広
域
事
務
組
合

○
一
般
事
務

【
課
長
級
】

▽
事
務
局
長
・
関
田
孝
史
（
健
康
セ
ン
タ
ー
長
・
昇
任
）

○
消
防
職
員

【
課
長
級
】

▽
消
防
長
兼
消
防
司
令
長
・
風
間
隆
一
（
次
長
・
昇
任
）

【
課
長
補
佐
級
】

▽
次
長
兼
署
長
兼
警
防
課
長
消
防
司
令
・
安
藤
高
志（
警
防
課
長
）

退
職
（
平
成
20
年
3
月
31
日
付
）

【
課
長
級
】

▽
学
校
教
育
課
長
・
木
村
茂
穂
▽
社
会
教
育
課
長
・
西
脇
秀
夫

▽
下
水
道
課
長
・
平
沢
晃
▽
広
域
事
務
組
合
事
務
局
長
兼
消
防

長
・
横
山
貴
吉
▽
監
査
委
員
事
務
局
長
・
廣
井
哲
雄
▽
ガ
ス
水

道
局
参
事
・
猪
又
英
彦

レ
ン
タ
ル
業
者
と
災
害
時
の
機

材
供
給
に
関
す
る
協
定
を
締
結

　

市
内
で
地
震
、
風
水
害
な
ど
に
よ
る

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
備

え
、
レ
ン
タ
ル
機
材
な
ど
の
調
達
と
供

給
に
つ
い
て
、
2
月
15
日
㈮
に
株
式
会

社
ア
ク
テ
ィ
オ
（
本
社
：
東
京
都
、
市

内
営
業
所
：
若
葉
町
）、
3
月
19
日
㈬

に
コ
ー
エ
ィ
株
式
会
社
（
本
社
：
前
橋

市
、
市
内
営
業
所
：
旭
町
・
千
谷
）
と

協
定
を
結
び
ま
し
た
。

　

協
定
で
は
、
被
災
者
の
安
全
確
保
や

避
難
所
運
営
に
欠
か
せ
な
い
仮
設
ト
イ

レ
・
発
電
機
・
投
光
機
な
ど
の
機
材
の

迅
速
で
優
先
的
な
供
給
に
つ
い
て
取
り

決
め
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
総
務
課
防
災
係

　

�
83
・
3
5
0
6

小
千
谷
市

○
一
般
事
務
職

【
課
長
級
】

▽
学
校
教
育
課
長
・
和
田
征
和
（
市
民
生
活
課
長
）
▽
社
会
教

育
課
長
・
渡
辺
靖
雄
（
商
工
観
光
課
長
）
▽
市
民
生
活
課
長
・

大
矢
幹
雄
（
総
務
課
参
事
・
昇
任
）
▽
下
水
道
課
長
・
星
野
康

之
（
建
設
課
参
事
・
昇
任
）
▽
監
査
委
員
事
務
局
長
・
仲
巳
津

夫
（
税
務
課
参
事
・
昇
任
）
▽
商
工
観
光
課
長
・
竹
田
幸
雄
（
同

課
参
事
・
昇
任
）

【
課
長
補
佐
級
】

▽
税
務
課
参
事
・
中
村
一
吉
（
ガ
ス
水
道
局
業
務
課
長
・
昇
任
）

▽
総
務
課
参
事
・
渡
辺
辰
男
（
企
画
財
政
課
長
補
佐
・
昇
任
）

▽
社
会
体
育
課
長
補
佐
・
和
田
義
弘
（
市
民
生
活
課
保
険
年
金

係
長
・
昇
任
）
▽
ガ
ス
水
道
局
施
設
課
長
・
渡
辺
良
平
（
ガ
ス

水
道
局
工
務
係
長
・
昇
任
）
▽
建
設
課
長
補
佐
・
新
保
誠
（
建

設
課
都
市
計
画
係
長
・
昇
任
）
▽
社
会
体
育
課
長
補
佐
兼
国
体

推
進
室
長
・
長
橋
清
（
社
会
体
育
課
国
体
推
進
係
長
・
昇
任
）

▽
ガ
ス
水
道
局
業
務
課
長
・
阿
部
善
宏
（
企
画
財
政
課
財
政
係

長
・
昇
任
）
▽
商
工
観
光
課
長
補
佐
・
鈴
木
喜
一
（
税
務
課
管

理
収
納
係
長
・
昇
任
）
▽
健
康
セ
ン
タ
ー
長
・
池
昭
一
（
総
務

課
職
員
係
長
・
昇
任
）
▽
企
画
財
政
課
長
補
佐
・
佐
藤
忠
之
（
ガ

ス
水
道
局
庶
務
係
長
・
昇
任
）
▽
建
設
課
長
補
佐
・
丸
山
宏
（
建

設
課
管
理
係
長
・
昇
任
）

【
係
長
級
】

▽
建
設
課
管
理
係
長
・
神
林
弘
（
下
水
道
課
建
設
係
長
）
▽
ガ

ス
水
道
局
庶
務
係
長
・
間
野
栄
（
総
務
課
文
書
統
計
係
長
）
▽

総
務
課
職
員
係
長
・
長
谷
川
秀
樹
（
高
齢
福
祉
課
介
護
保
険
係

長
）
▽
総
務
課
文
書
統
計
係
長
・
本
田
礼
子
（
会
計
課
出
納
係

長
）
▽
ガ
ス
水
道
局
工
務
係
長
・
小
林
壮
一
（
市
民
生
活
課
生

市
役
所
人
事
異
動

　

小
千
谷
市
と
小
千
谷
地
域
広
域
事
務
組
合
は
、
4
月
1
日
付

け
で
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
係
長
級
以
上
の
異

動
を
掲
載
し
ま
す
。　

※
（　

）
内
は
前
職
で
す
。
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■
議
会
事
務
局
（
�
83
・
3
5
0
5
�
83
・
3
9
8
0
）

　

○
庶
務
議
事
係
▽
議
会
に
関
す
る
事
務

■
総
務
課
（
�
83
・
3
5
0
6
�
83
.
2
7
8
9
）

　

○
職
員
係
▽
職
員
の
人
事
、
服
務
、
給
与

　

○
庶
務
係
▽
議
会
招
集
・
議
案
、
選
挙
、
条
例
・
規
則
、
規
程･

要
綱
、
市
の
区
域
・
境

　
　

界
の
変
更
、
町
内
会
、
住
居
表
示
、
庁
舎
管
理
、
他
の
課
に
属
さ
な
い
業
務

　

○
文
書
統
計
係
▽
統
計
調
査
、
市
例
規
、
文
書
管
理
・
収
発
、
情
報
公
開

　

○
防
災
係
▽
防
災
計
画
、
国
民
保
護
、
防
災
通
信
、
被
災
証
明

　

○
広
報
広
聴
係
▽
市
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
勢
要
覧
、
地
域
懇
談
会
、
無
料
法
律
相
談

■
企
画
財
政
課
（
�
83
・
3
5
0
7
�
83
・
2
7
8
9
）	

　

○
企
画
係
▽
行
政
の
総
合
企
画
、
実
施
計
画
、
市
町
村
合
併
、
行
政
改
革
、
男
女
共
同
参

　
　

画
、
長
岡
地
域
広
域
行
政
組
合
、
復
興
基
金
、
行
政
組
織
、
復
興
計
画
、
特
区
、
地
域

　
　

再
生
、
権
限
委
譲
、
情
報
化
推
進
、
非
核
平
和
、
ま
ち
づ
く
り
地
域
お
こ
し
、
国
際
交
流

　

○
管
財
係
▽
財
産
の
管
理
、
物
品
調
達
、
登
記
事
務
処
理

　

○
財
政
係
▽
予
算
編
成
、
財
政
計
画
、
入
札
参
加
資
格
・
契
約
、
工
事
指
名
、
決
算
統
計
、

　
　

交
付
税
、
市
債
、
財
政
事
情
公
表

■
税
務
課
（
�
83
・
3
5
0
8
�
83
・
4
1
6
0
）

　

○
市
民
税
係
▽
市
・
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
の
賦
課
、
後
期
高
齢
者

　
　

医
療
保
険
料

　

○
管
理
収
納
係
▽
市
税
な
ど
の
収
納
、
口
座
振
替
、
市
税
に
関
す
る
証
明
、
軽
自
動
車
税

　

○
資
産
税
係
▽
固
定
資
産
税（
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
）の
賦
課
、固
定
資
産
に
関
す
る
証
明

■
市
民
生
活
課
（
�
83
・
3
5
0
9
�
83
・
4
1
6
0
）

　

○
市
民
係
▽
戸
籍
、
住
民
基
本
台
帳
、
印
鑑
登
録
、
身
分
証
明
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
外
国
人

　
　

登
録
、
人
権
・
行
政
相
談

　

○
生
活
環
境
係
▽
家
庭
ご
み
、
斎
場
、
墓
地
、
公
害
、
浄
化
槽
、
動
物
愛
護
、
自
然
愛
護
、

　
　

犬
の
注
射
・
登
録
、
鳥
獣
保
護
・
狩
猟
、
交
通
安
全
、
防
犯
、
交
通
災
害
共
済

　

○
保
険
年
金
係
▽
国
民
年
金
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
、
国
民
健
康
保
険
（
保
険
税
の
賦

　
　

課
、
徴
収
は
税
務
課
）、
児
童
手
当

■
健
康
福
祉
課
（
�
83
・
3
5
1
7
�
83
・
4
1
6
0
）

　

○
福
祉
係
▽
社
会
福
祉
、
障
が
い
者
福
祉
、
生
活
保
護
、
日
本
赤
十
字
、
県
障
医
療
、
戦

　
　

傷
病
者
、
特
別
弔
慰
金

　

○
子
育
て
支
援
係
▽
児
童
福
祉
、保
育
園
、児
童
扶
養
手
当･

特
別
児
童
扶
養
手
当
、母
子
・

　
　

ひ
と
り
親
福
祉
・
医
療
、
児
童
遊
園
、
学
童
保
育

■
高
齢
福
祉
課
（
�
83
・
4
0
6
0
�
83
・
4
1
6
0
）

　

○
高
齢
福
祉
係
▽
高
齢
者
福
祉
、
県
老
医
療
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
退
所
、
高
齢
者
生
活

　
　

再
建
支
援
、
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
高
齢
者
総
合
相
談
、

　
　

介
護
予
防
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
、
居
宅
介
護
予
防
支
援
）

　

○
介
護
保
険
係
▽
介
護
保
険
（
保
険
料
の
賦
課
・
徴
収
は
税
務
課
）、
介
護
認
定
審
査
会
、

　
　

介
護
認
定
申
請
・
認
定
調
査

■
農
林
課
（
�
83
・
3
5
1
0
�
83
・
5
7
4
4
）

　

○
農
地
林
務
係
▽
農
村
振
興
整
備
、
土
地
改
良
、
林
業
振
興
、
農
林
災
害

　

○
農
政
係
▽
稲
作
振
興
、
病
害
虫
防
除
、
農
林
漁
業
資
金
、
直
接
支
払
制
度
、
錦
鯉
振
興
、

　
　

生
活
改
善
、
畜
産
、
園
芸

　

○
国
土
調
査
係
▽
国
土
調
査

　

○
農
都
共
生
推
進
室
▽
農
村
都
市
交
流
、
滞
在
型
農
園
、
市
民
農
園

　

○
農
業
委
員
会
係
▽
農
業
委
員
会
事
務
局
、
農
地
法
、
農
業
後
継
者
対
策

■
建
設
課
（
�
83
・
3
5
1
4
�
83
・
2
7
8
9
）

　

○
管
理
係
▽
道
路
・
橋
り
ょ
う
・
河
川
の
維
持
管
理
、
占
用

　

○
工
務
係
▽
道
路
河
川
工
事
、
測
量･

設
計
、
災
害
復
旧

　

○
建
築
住
宅
係
▽
建
築
、
設
計
、
営
繕
、
公
営
住
宅
管
理
、
建
築
確
認
申
請
、
克
雪
住
宅
、

　
　

定
住
促
進

　

○
克
雪
係
▽
克
雪
、
除
雪

　

○
都
市
計
画
係
▽
都
市
計
画
、
被
災
者
生
活
再
建
支
援
、
公
園･

緑
地
、
土
地
開
発
公
社
、

　
　

開
発
行
為

■
会
計
課
（
�
83
・
3
5
1
8
�
83
・
4
1
6
0
）

　

○
出
納
係
▽
出
納
事
務
、
有
価
証
券
の
出
納
保
管

■
監
査
委
員
事
務
局
（
�
83
・
3
5
3
8
�
83
・
2
7
8
9
）

　

○
監
査
係
▽
監
査
な
ど
の
調
査
・
公
表
、
公
平
委
員
会
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

■
商
工
観
光
課
【
長
岡
地
域
振
興
局
小
千
谷
庁
舎
内
】（
�
83
・
3
5
1
2
�
83
・
0
8
7
1
）

　

○
商
工
振
興
係
▽
工
業
、
商
業
、
消
費
者
行
政
、
労
政
、
企
業
立
地
促
進

　

○
観
光
係
▽
観
光
、
観
光
施
設
管
理

市役所ではこのような事務を行っています
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■
学
校
教
育
課
（
�
83
・
3
5
1
9
�
83
・
5
7
7
9
）

　

○
庶
務
係
▽
教
育
委
員
会
の
庶
務･

予
算･

学
校
施
設
管
理

　

○
学
事
係
▽
学
校
事
務
、
給
食
・
保
健
、
就
学
援
助
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
通
学
区
域
、
育

　
　

英
事
業

■
社
会
教
育
課
【
市
民
会
館
内
：
土
川
1

－

3

－

3
】（
�
82
・
9
1
1
1
�
82
・
9
1
1
2
）

　

○
社
会
教
育
係
▽
生
涯
学
習
、
社
会
教
育
、
家
庭
教
育
、
施
設
管
理
（
市
民
会
館
・
市
民

　
　

の
家
）、
文
化
財

　

○
公
民
館
▽
公
民
館
事
業

■
社
会
体
育
課
【
総
合
体
育
館
内
：
大
字
桜
町
4
9
1
5
】（
�
83
・
0
0
7
7
�
83
・
0
0
7
8
）

　

○
社
会
体
育
係
▽
社
会
体
育
振
興
、
体
育
団
体
育
成
、
社
会
体
育
施
設
管
理

　

○
国
体
推
進
室
▽
国
民
体
育
大
会

■
ガ
ス
水
道
局
【
千
谷
川
1

－

13

－

1
】

■

業
務
課
（
�
82
・
4
1
1
5
�
82
・
5
5
5
1
）

　

○
庶
務
係
▽
ガ
ス
・
水
道
・
工
業
用
水
道
・
簡
易
水
道

　

○
業
務
係
▽
料
金･

閉
開
栓
、
需
要
家
工
事
、
ガ
ス
水
道
メ
ー
タ
ー
、
ガ
ス
消
費
機
器
調
査

■

施
設
課
（
�
82
・
4
1
1
6
�
82
・
5
5
5
1
）

　

○
工
務
係
▽
ガ
ス
・
水
道
設
計

　

○
供
給
係
▽
保
安
対
策
、
緊
急
工
事
、
維
持
管
理

■
下
水
道
課
【
千
谷
川
1

－

13

－

1
】（
�
83
・
3
5
1
6
�
82
・
6
2
9
9
）

　

〇
管
理
係
▽
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
、
下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
使
用
料
、
排
水
設

　
　

備
工
事
な
ど
指
定
工
事
店
、
下
水
道
受
益
者
負
担
金
、
農
業
集
落
排
水
分
担
金

　

〇
建
設
係
▽
下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
設
計

■
消
防
課
【
城
内
3

－
1

－

9
】（
�
81
・
0
1
1
9
�
82
・
0
2
0
9
）

　

○
消
防
係
▽
消
防
団
、
施
設
管
理
、
水
防
、
気
象

■
小
千
谷
地
域
広
域
事
務
組
合
【
城
内
3

－

1

－

9
】（
�
83
・
0
2
3
4
�
82
・
0
2
0
9
）

　

〇
事
務
局
▽
ご
み
・
し
尿
処
理
、
埋
立
地
の
管
理
運
営

■
消
防
本
部
・
消
防
署
【
城
内
3

－

1

－

9
】（
�
81
・
0
1
1
9
�
82
・
0
2
0
9
）

　

▽
消
防
▽
救
急
・
救
助

■問い合わせ／小千谷市役所
〒 947-8501　小千谷市城内 2 丁目 7 番 5 号
� 83-3511（代表）　� 83-2789
� info@city.ojiya.niigata.jp　� http://www.city.ojiya.niigata.jp

その他のおもな施設など
■市民会館 土川1-3-3　�82-9111�82-9112　▽社会教育施設
■総合体育館 大字桜町4915　�83-0077�83-0078　▽社会体育施設
■健康センター 城内2-6-5　�83-3640�82-8964

○予防係▽献血、予防接種、感染症予防、胸部レントゲン、乳児・子ども医療費助成、一日人間
　ドック
○保健係▽健康増進、特定健診・特定保健指導、母子保健、精神保健、歯科保健、栄養指導

■教育センター
　青少年育成センター

土川1-5-53　�82-6750�兼用
▽教育相談（学校訪問･面接）、青少年相談（電話･面接･訪問）、情報教育支援,
　適応指導教室 ｢小千谷なかよしルーム｣

■勤労青少年ホーム 大字薭生乙1234　�82-8510�兼用
▽勤労者活動、施設貸館受付

■市民の家 大字山本1195-1　�82-2478
▽社会教育活動、研修・宿泊※利用申込は市民会館（�82-9111）へ

■図書館 土川1-3-7　�82-2724�82-8915
○図書係▽市立図書館の運営・管理、図書貸出、図書館事業、図書相談、郷土資料整理、西脇順
　三郎資料

■子育て支援センター
　わんパーク

本町1-11-1　�81-7564�81-7567
▽子育て支援、相談、乳幼児一時預かり、ファミリー・サポート・センター（専用�81-7587）

■住民票交付センター 本町1-11-1　�81-7564�81-7567
▽住民票の写し（本人・同一世帯員分のみ）・印鑑証明書の交付、相談

■おぢやクラインガル　
　テンふれあいの里

大字塩殿甲1814-2　�83-1722�兼用
▽農村都市交流拠点、滞在型農園施設、市民農園施設

■片貝支所 片貝町4823-1（片貝総合センター内）�84-2026�84-4161
■東山連絡所 大字南荷頃2666-1（東山住民センター内）�59-2003�兼用

■岩沢連絡所 大字岩沢1003-1（岩沢住民センター内）�86-2002�兼用

■真人連絡所 真人町甲110-5（真人住民センター内）�86-3002�兼用

■川井連絡所 大字川井新田586（川井住民センター内）�89-3155�兼用
■サンクリーン時水 大字時水1932-甲　�82-6100�兼用　▽可燃ごみ施設
■クリーンスポット大原 大字薭生丁557-2　�83-0731�兼用　▽不燃ごみ処理施設

■衛生センター清流園 川口町大字牛ヶ島2537-1　�82-8448�兼用　▽し尿処理施設
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● 

下
水
道
事
業

下
水
道
処
理
区
域
が
拡
大
し
ま
す

　

平
成
20
年
3
月
31
日
㈪
か
ら
、
西
小
千
谷
、
東
小
千
谷
、
横
浦
、
城
川
、
千
田
の
各
地
区
で
新
た
に
下
水
道
を
使
用
で
き
る
処
理
区
域
が

拡
大
し
ま
し
た
。
処
理
区
域
の
範
囲
は
地
図
の
と
お
り
で
す
。

排
水
設
備
工
事
は
お
早
め
に

　

処
理
区
域
内
に
住
宅
な
ど
の
建

物
（
事
務
所
を
含
む
）
を
所
有
す

る
方
は
、
遅
滞
な
く
排
水
を
下
水

道
に
接
続
す
る
こ
と
が
法
律
で
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

下
水
道
の
使
用
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
区
域
は
、
す
み
や
か
に

接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

※
汲
み
取
り
便
所
を
使
用
さ
れ
て

　

い
る
方
は
、
3
年
以
内
に
水
洗

　

ト
イ
レ
へ
改
造
し
て
く
だ
さ
い
。

工
場
の
排
水
も
下
水
道
へ

　

工
場
な
ど
の
排
水
も
下
水
道
に

排
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
排

水
の
中
に
有
害
物
質
が
含
ま
れ
て

方
消
費
税
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

使
用
料
を
算
定
す
る
た
め
の
汚

水
使
用
量
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

①
上
水
道
の
み
使
用
し
て
い
る
場

合
は
、
上
水
道
の
使
用
量
に
な
り

ま
す
。

②
井
戸
水
な
ど
の
自
家
水
の
み

を
使
用
し
て
い
る
場
合
は
、
家

族
1
人
に
つ
き
6
㎥
／
月
で
計

算
し
ま
す
。

③
上
水
道
と
井
戸
水
な
ど
の
自
家

水
を
併
用
し
て
い
る
場
合
は
、
自

家
水
分
を
1
人
3
㎥
／
月
と
し

て
、
そ
れ
に
上
水
道
の
使
用
量
を

合
算
し
ま
す
。

　

下
水
道
使
用
料
の
お
支
払
い
に

は
、
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙
は
、
市
内

の
各
金
融
機
関
、
市
役
所
・
下
水

道
課
に
あ
り
ま
す
。

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金

　
処
理
区
域
内
に
土
地
を
所
有

（
使
用
）
し
て
い
る
方
に
は
、
受

益
者
負
担
金
が
か
か
り
ま
す
。

　

こ
の
負
担
金
は
、
下
水
道
事
業

の
建
設
費
の
一
部
と
し
て
土
地
の

所
有
（
使
用
）
者
か
ら
土
地
の
面

積
に
応
じ
て
負
担
し
て
い
た
だ
く

も
の
で
す
。

　

該
当
者
に
は
、
書
類
を
発
送
し

ま
す
。
な
お
、
現
在
、
受
益
者
負

担
金
を
納
め
て
い
る
方
で
、
土
地

や
建
物
の
売
買
、
相
続
な
ど
に
よ

り
受
益
者
が
変
わ
る
場
合
は
、
変

更
の
届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

使
用
に
つ
い
て
の
お
願
い

　
ト
イ
レ
で
は
、
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
以
外
の
も
の
を
流
す
と

つ
ま
り
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

　

台
所
で
は
、
い
ら
な
く
な
っ
た

食
用
廃
油
な
ど
は
、
処
理
剤
な
ど

を
利
用
し
ゴ
ミ
と
し
て
処
理
し

て
く
だ
さ
い
。
合
成
洗
剤
は
、
無

リ
ン
の
も
の
を
使
用
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
ガ
ソ
リ
ン
、
シ
ン
ナ
ー
、

オ
イ
ル
な
ど
の
危
険
物
は
絶
対
に

流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

排
水
設
備
設
置
資
金

　
　
　
　
　
　
貸
付
制
度

　
排
水
設
備
工
事
に
必
要
な
資

金
を
融
資
す
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
下
水
道
課
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
下
水
道
課　

　

�
83
・
3
5
1
6

い
る
場
合
は
、
そ
れ
を
除
去
す
る

た
め
の
設
備
を
設
置
し
て
下
水
道

に
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

排
水
設
備
工
事
は

　
　
　
　
指
定
工
事
店
に

　

排
水
設
備
工
事
は
、
小
千
谷
市

排
水
設
備
等
工
事
店
で
な
け
れ
ば

行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
工
事

に
必
要
な
手
続
き
も
指
定
工
事
店

が
代
行
し
ま
す
。

下
水
道
使
用
料

　

下
水
道
に
接
続
さ
れ
ま
す
と

下
水
道
使
用
料
が
か
か
り
ま
す
。

下
水
道
使
用
料
は
次
の
と
お
り

で
す
。

基
本
使
用
料
／
汚
水
排
除
量
が
10

㎥
ま
で
1
5
7
5
円

超
過
使
用
料
／
汚
水
排
除
量
が

10
㎥
を
超
え
る
分
１
㎥
当
た
り

1
5
7
・
5
円

※
こ
の
金
額
に
は
、
消
費
税
と
地



13    市報おぢや 4 月号

平成19年度下水道供用区域（略図）

既 供 用 開 始 区 域

平成20年3月31日供用開始区域

片貝処理分区片貝処理分区

五辺処理分区五辺処理分区

高梨処理分区高梨処理分区

西小千谷
第3処理分区
西小千谷
第3処理分区

西小千谷
第1処理分区
西小千谷
第1処理分区

東小千谷
第6処理分区
東小千谷
第6処理分区

東小千谷
第5処理分区
東小千谷
第5処理分区

東小千谷
第4処理分区
東小千谷
第4処理分区

東小千谷
第3処理分区
東小千谷
第3処理分区

東小千谷第2処理分区東小千谷第2処理分区

東小千谷第1処理分区東小千谷第1処理分区

西小千谷第2処理分区西小千谷第2処理分区

小粟田
処理分区
小粟田
処理分区



　小千谷警察署初めての女性警察官が誕生しました。
3月21日㈮、新潟東警察署から異動してこの小千谷に
勤務することになった、牧山加奈子さんは、小千谷警
察署小千谷駅交番に勤務しています。
　牧山さんは、「小千谷警察署で初めての女性警察官
として、市民のみなさんの心の支えになれるような存
在になりたいです」と笑顔で話してくれました。

女性の視点でまちの安全を守ります

まちの話題　RUPO&NEWS

春から一年生！あつまれ！新一年生の会
　市内の3私立幼稚園の主催で行われている「あつま
れ新一年生の会」が3月8日㈯、サンラックおぢやで
開催されました。
　会場では交通安全指導や忍者のじゃんけんうた遊
び、先生方によるシンデレラの劇などのほか、松

し ょ う ふ う さ い

風斎
天
てんしょう

勝さんによるマジックショーが行われ、子どもたち
は目を丸くして見入っていました。
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　青空が広がった3月9日㈰、川井小学校グラウンド
で川井スノーフェスティバル2008が行われました。
天候にも恵まれ大勢の地区の方が参加しました。
　町内対抗で、大玉レースや雪合戦などが行われ、よ
さこい踊りも披露されました。恒例のジャンボカルタ
とりでは、雪上ということもあり、参加者はカルタ札
に向かって思い切り飛び込んでいました。

川井スノーフェスティバル 2008開催
　3月16日㈰～ 23日㈰まで、平成町の商店街を中心
に「絵紙で彩るひぃなまつり展」が行われました。昔
の小千谷では、雛

ひ な

人形のほかに絵紙と呼ばれる浮世絵
を飾る風習があったそうです。
　町内の店舗や一般のお宅で展示されたほか、メイン
会場となった酒店の2階では壁一面に鮮やかな絵紙が
飾られ、さまざまなお雛様が展示されていました。

鮮やかな絵紙とともにひな祭り

	

有
料
広
告
掲
載
欄
で
す 



まちの話題　RUPO&NEWS

　小千谷小学校の改築のため取り壊される市民体育館
のお別れの会「ありがとう！市民体育館　感謝とお別
れの集い」が、3月31日㈪に開催されました。
　市民体育館は、昭和40年に開館以来、43年間に渡っ
て市民に親しまれてきました。この日は、施設が無料
開放され、思い出の写真展やお別れの寄せ書き、各ス
ポーツ団体の実技披露などで別れを惜しみました。

　3月15日㈯、岩沢小学校前の雪原で震災復興祈念「春
こい火まつり」が開催され大勢の来場者でにぎわいま
した。このまつりは地域を盛り上げようと岩沢地区の
みなさんが始めたもので今回で6回目となりました。
　会場の雪原には約3,000個の灯

あ か

りが灯
と も

され、幻想的
な雰囲気のなか花火が打ち上げられるなど多彩なイベ
ントが繰り広げられ大勢の方が楽しみました。

岩沢で「春こい火まつり」開催

15    市報おぢや 4 月号

　3月9日㈰、真人町クロスカントリースキー大会が行
われました。今年で7回目を迎えたこの大会は、天候
にも恵まれ、小中学生あわせて385人が参加しました。
　午前は個人競技、午後はリレー競技が行われ、選手
たちは陽差しの中、雪原を疾走していました。コース
の脇ではコーチや保護者などが声をからしながら声援
を送っていました。

真人町クロスカントリースキー大会開催
　3月26日㈬、東山保育園で卒園式が行われました。
この日卒園証書を受け取った6人の園児たちは、「大
きくなったら保育士になりたいです」など、一人ずつ
大きな声で元気に将来の夢などを発表し、もらった卒
園証書を保護者に手渡しました。
　東山保育園は、園児数の減少により3月いっぱいで
休園となりました。

東山保育園で卒園式

	

有
料
広
告
掲
載
欄
で
す 

ありがとう市民体育館～お別れの会を開催
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横
町
屋
台
人
形
巫
子
爺
保
存
会
、
片
貝
伝
統
芸
能
保
存
会
、
三
仏
生
巫

女
爺
保
存
会
、
千
谷
巫
子
爺
保
存
会
の
市
内
4
団
体
と
長
岡
市
内
7
団
体

の
合
計
11
団
体
で
構
成
す
る
巫
女
爺
連
絡
協
議
会
の「
巫
女
爺
人
形
操
り
」

が
、
県
文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

伝
説
に
よ
る
と
、
巫
女
爺
の
伝
来
は
江
戸
時
代
の
中
・
後
期
で
、
市
内

の
「
風
長
」
と
い
う
旅
人
宿
に
一
人
の
修
験
者
が
長
く
滞
在
し
、
去
る
時

に
宿
賃
の
不
足
分
と
し
て
人
形
の
首
を
残
し
て
い
っ
た
そ
う
で
す
。
こ
の

首
が
い
か
に
も
愛あ

い
き
ょ
う嬌

の
あ
る
面
白
い
も
の
な
の
で
話
題
と
な
り
、
町
内
の

染
物
屋
の
職
人
が
こ
れ
に
簡
単
な
着
物
を
つ
け
て
踊
ら
せ
た
も
の
が
始
ま

り
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
が
紐ひ

も

で
人
形
を
操
る
手
法
は
他
で
も
見
ら
れ
ま
す
が
、
今
回
、
県
文

化
財
指
定
に
あ
た
り
巫
女
爺
が
評
価
さ
れ
た
の
は
、
人
が
か
ら
く
り
人
形

の
背
後
や
、
山
車
屋
台
の
下
か
ら
直
接
人
形
を
操
る
技
術
の
巧
み
さ
で
、

県
内
の
他
の
民
俗
芸
能
に
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
点
で
す
。

　

み
な
さ
ん
も
、
こ
の
見
事
な
人
形
操
り
を
7
月
の
二
荒
神
社
祭
礼
な

ど
で
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。
ま
た
、

こ
の
大
切
な
伝
統

文
化
財
が
受
け
継

が
れ
て
い
く
た
め

に
ご
支
援
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま

す
。
今
回
の
指
定

で
市
内
の
県
指
定

の
文
化
財
は
12
件

と
な
り
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
／

社
会
教
育
課

�
82
・
9
1
1
1

か
ら
く
り
巫み

こ

じ

い

女
爺
人
形
操あ

や
つ

り 

県
文
化
財
に
指
定

小千谷市褒賞条例褒賞者表彰式

市政に貢献された 15 人の方々を表彰

　
市
が
市
制
を
施
行
し
て
54
年
目
に
あ
た
る
3
月
10
日
㈪
、
市
政
に
貢

献
さ
れ
た
15
人
の
方
々
が
小
千
谷
市
褒
賞
条
例
に
基
づ
い
て
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

永
年
勤
続
（
10
年
以
上
）

　
南
波
謙
一
さ
ん
（
一
之
町
五
区
）

◆
保
護
司
永
年
勤
続
（
12
年
以
上
）

　
臼
杵
　
洋
さ
ん
（
東
栄
1
）

　
内
藤
　
功
さ
ん
（
東
栄
3
）

◆
民
生
委
員
・
児
童
委
員
永
年
勤
続

（
12
年
以
上
）

　
大
野
た
き
子
さ
ん
（
東
栄
1
）

　
平
澤
　
昇
さ
ん
（
朝
日
）

◆
統
計
調
査
員
永
年
勤
続

（
25
年
以
上
）

　
吉
澤
義
一
郎
さ
ん
（
本
町
1
）

◆
学
校
薬
剤
師
永
年
勤
続

（
25
年
以
上
）

　
涌
井
シ
カ
子
さ
ん
（
元
中
子
）

◆
消
防
団
員
永
年
勤
続（
25
年
以
上
）

　
安
達
和
弘
さ
ん
（
五
之
町
）

　
星
野
輝
男
さ
ん
（
土
川
2
）

　
木
村
兼
一
郎
さ
ん
（
町
中
）

　
藤
巻
義
久
さ
ん
（
本
村
）

　
福
原
義
國
さ
ん
（
上
沢
）

　
田
中
長
治
さ
ん
（
干
三
）

◆
市
議
会
議
員
永
年
勤
続

（
10
年
以
上
）

　
猪
又
周
治
さ
ん
（
山
谷
）

　
佐
藤
勝
太
郎
さ
ん
（
稲
荷
町
）

表
彰
式
に
出
席
さ
れ
た
被
表
彰
者
の

み
な
さ
ん
と
市
・
議
会
関
係
者



　

ポ
ー
ラ
ン
ド
に
滞
在
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
25
年
以
上
も
前
の
こ
と
で
、
そ
の
頃
、

こ
の
国
は
ま
だ
東
欧
圏
に
属
し
、
経
済
的
に

も
豊
か
で
は
無
く
、
食
料
品
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
新
聞
を
買
う
に
も
行
列
が
で
き
る
よ

う
な
社
会
で
し
た
。

　

あ
る
時
、
乗
り
物
を
待
つ
列
の
先
頭
に
子

供
連
れ
が
多
い
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
現

地
の
人
に
尋
ね
る
と
、
こ
の
国
で
は
、
乗
り

物
に
は
、
子
供
連
れ
と
尼
さ
ん
が
一
番
先
に

乗
っ
て
良
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
の
答
え

で
し
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
で
徹
底
的
に
破

壊
さ
れ
、
多
く
国
民
を
失
っ
た
国
ゆ
え
、
将

来
を
担
う
子
供
た
ち
を
大
事
に
し
よ
う
と
の

思
い
で
、
こ
の
よ
う
な
ル
ー
ル
が
で
き
た
の

で
し
ょ
う
。
尼
さ
ん
を
大
事
に
す
る
の
は
、

敬け
い
け
ん虔
な
カ
ト
リ
ッ
ク
教
信
者
が
多
い
国
だ
か

ら
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

今
の
日
本
の
事
情
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
場
合

と
多
少
異
な
り
ま
す
が
、
国
の
将
来
を
担
う

子
供
た
ち
を
大
事
に
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

の
は
共
通
し
て
い
ま
す
。
も
っ
と
身
近
に
、

わ
が
小
千
谷
市
に
と
っ
て
も
同
じ
こ
と
が
言

え
ま
す
。

　

小
千
谷
市
で
は
ベ
ビ
ー
・
フ
ァ
ー
ス
ト
運

動
を
始
め
て
い
ま
す
。
お
腹
に
赤
ち
ゃ
ん
が

い
た
り
、
乳
児
を
連
れ
た
お
母
さ
ん
に
は
、

お
店
の
入
り
口
に
近
い
と
こ
ろ
に
優
先
駐
車

場
を
設
け
た
り
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
待
た
ず

に
会
計
が
出
来
る
よ
う
、
優
先
レ
ジ
を
作
っ

て
い
た
だ
い
た
り
し
て
い
ま
す
。
市
役
所
で

も
、
窓
口
で
は
最
優
先
で
受
付
け
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

出
産
・
育
児
を
す
る
お
母
さ
ん
た
ち
に
は

身
体
的
な
負
担
が
か
か
り
、
ま
た
、
多
く
の

育
児
時
間
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
の
お
母

さ
ん
た
ち
を
、
私
た
ち
市
民
が
少
し
で
も
お

手
伝
い
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
み
ん
な

が
少
し
ず
つ
で
も
時
間
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

し
て
、
応
援
し
て
あ
げ
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
谷
井　

靖
夫
）マタニティ優先レジは、このマークが目印

です。（市内スーパーにて）
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こ
ん
に
ち
は
！
市
長
で
す 

⒀

　 作ってね！この料理
青
チ ン ゲ ン サ イ

梗菜と桜えびの炒め物

■材料（4人分）
　青梗菜400㌘　長ねぎ40㌘　桜えび40㌘　しょう
　が1かけ　サラダ油大さじ1と１／２　しょうゆ小さじ2
　酒大さじ1と⅓
■作り方
　①青梗菜はざく切りにする。長ねぎは4㎝の長さに切
　　り、縦に細切りにする。
　②フライパンにサラダ油を熱し、みじん切りにした
　　しょうが、長ねぎ、桜えび、青梗菜の順に加えて
　　炒め、しょうゆと酒で調味する。　
■栄養価（1人分）
　エネルギー 69㌔㌍　たんぱく質2.5㌘　脂質4.7㌘
　塩分0.6㌘　

　　　　　　　（調理：小千谷市食生活改善推進委員）
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４か月児健康診査

■日時／ 5月8日㈭午後1時～
　1時10分受付
■対象／平成19年12月生まれ
■持ち物／バスタオル､ 母子健
　康手帳、替え用のオムツ
■その他／離乳食講習会を同時実施

10か月児健康診査

■日時／ 5月7日㈬午後1時～ 1時10分受付
■対象／平成19年6月生まれ
■持ち物／母子健康手帳、替え用のオムツ
■その他／離乳食後期の講習会を同時実施

１歳６か月児健康診査

■日時／ 5月22日㈭午後1時～ 1時20分受付
■対象／平成18月10月生まれ
■持ち物／母子健康手帳　
■その他／歯科検診を同時に行いますので、歯を
　みがいて来てください。

２歳児歯科検診

■日時／ 5月23日㈮午前9時～ 9時10分受付
■対象／平成18年4月生まれ
■持ち物／母子健康手帳、お子さ
　んのハブラシ 
■その他／幼児食講習会と歯科衛
　生士によるブラッシング指導が
　あります。歯をみがいて来てく
　ださい。

３歳児健康診査

■日時／ 5月21日㈬午後1時～ 1時20分受付
■対象／平成17年4月生まれ
■持ち物／目と耳のアンケート、生活習慣アンケ
　ート、採尿した容器、母子健康手帳 
■その他／歯科検診も同時に行います。歯をみが
　いて来てください。

＊発熱など、普段と違う症状のあるお子さんは、

　翌月の健診日においでください。

健康診査

乳幼児の健康診査
会場は健康センターです

　結核、肺がんの早期発見のため、職場や病院な
どで検査を受ける機会のない方は受診しましょ
う。65歳以上は感染症法により受診が義務付け
られています。年1回は受診してください。
■対象／ 65歳以上は結核定期健康診断・肺がん
　検診、40 ～ 64歳は肺がん検診
■料金／ 200円(70歳以上無料）
■その他／胸部レントゲン検査での男女
　分けての健診を希望される方は、5月
　29日㈭の片貝総合センター会場に午
　後2時45分～ 3時の間にお越しください。

胸部レントゲン検査

対象町内 月 日 受付時間 会 場
高梨 5.26 ㈪   9：15 ～

10：30
高 梨 集 落 セ
ンター

五辺 13：00 ～
14：00

五 辺 集 落 セ
ンター

一之町一～五区 5.27 ㈫   9：00 ～
11：00

片 貝 総 合 セ
ンター

13：00 ～
15：00

表三之町・五之
町・八島・新屋
敷

5.28 ㈬   9：00 ～
11：00

屋敷・高見・稲
場

13：00 ～
15：00

二 之 町・ 沼 田・
四之町

5.29 ㈭   9：00 ～
11：00

町裏 13：00 ～
15：00

山屋・鴻巣・茶
畑

5.30 ㈮   9：00 ～
11：00

池津 13：30 ～
14：00

池 津 農 村 改
善センター

乳幼児健診、予防接種の実施日には、先着順に番号札をお渡しします。

■番号札配布開始時間　午前中に開催の場合：午前8時30分～、午後に開催の場合：正午～

胸部レントゲン検査・特定健康診査日程表

特定健康診査

（結核定期健康診断・肺がん検診）

　生活習慣病予防のため、年に1回は健診を受け
ましょう。
■対象／ 16歳以上
■検査項目／計測・尿検査・問診・血圧測定・診
　察・血液検査・心電図（医師が必要と認め方の
　み）・眼底検査（医師が必要と認めた方のみ）・
　生活機能評価(65歳以上の方）
■料金／▽39歳以下、40歳から74歳の国民健康
　保険加入者1,000円▽40歳から74歳の被用者
　保険被扶養者の方は特定健診受診券に記載され
　ている額▽75歳以上無料
■持ち物／受診通知書・健康手帳（お持ちの方）・
　料金・40歳から74歳の方は特定健康診査受診
　券と保険証（どちらか一方でも忘れた場合は受
　診できません）



防災

問い合わせ・申し込みは健康センターへ　� 83-3640

うぶごえ教室
■日時／ 5月21日㈬　午前9時～午後0時30分
■対象／妊婦、1歳未満のこどもの母親など
■会場／健康センター
■内容／母乳育児と妊娠中・産後の過ごし方など、
　料理実習、会食交流会
■持ち物／母子健康手帳、エプロン、三角布、お
　子さんの離乳食
■無料
■申込／ 5月16日㈮まで。お子さん、ご夫婦一
　緒でも参加できます。

検診・健康
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対象町内 月 日 受付時間 会 場
上片貝 5.13 ㈫   9：00 ～

11：00
上片貝公会堂

芋坂・時之島・
上坪野・細島

5.14 ㈬ 克雪管理セン
ター

栄町・西中 5.15 ㈭   8：00 ～
11：00

栄町会館

本村・中山・石
名坂・栗山・上
沢・源藤山・干
三・万年

5.16 ㈮   8：00 ～
11：00

真人住民セン
ター

胃がん検診日程表

胃集団検診
■対象／ 40歳以上の方
■料金／ 1,000円（70歳以上の方は無料）
■大腸がん検診を希望する方は、胃がん検診会場
　でお申し込みください。容器を配布します。 　1年おきの検診となります。対象年齢の年度に、

忘れずに受診してください。
　必ず個人通知が届いてか
ら受診してください。
　指定された日が都合の悪
い場合は、申し込んだ医療
機関の検診日程の中で、受
診日を変更して受診してください。

■対象／ 20歳以上の女性で、平成21年4月1日
　までに偶数年齢になる方(隔年検診) 
■料金／ 1,000円、70歳以上無料

■対象／ 40歳以上の女性で、平成21年4月1日
　までに偶数年齢になる方(隔年検診) 
■料金／▽40 ～ 48歳1,400円（Ｘ線写真を4枚
　撮影）▽50 ～ 68歳1,000円（Ｘ線写真を2枚
　撮影）▽70歳以上無料（Ｘ線写真を2枚撮影）
●対象年齢で申し込みをしなかった方で、検診を
　希望する方は、健康センターへご連絡ください。
　（11 ～ 12月に実施する予定です)
●手術で子宮や乳房を摘出した、豊胸手術を受け
　た、子宮や乳房の病気で通院中、妊娠中の方は、
　集団検診は受けられません。また、ペースメー
　カー装着中の方は乳がん検診は受けられません。
　引き続き病院で診療を受けてください。

子宮頸がん検診・乳がん検診日程表
（40歳以上同時実施・20～ 38歳子宮頚がん検診のみ）

月 日 受付時間 会 場
5.12 ㈪
5.19 ㈪
5.26 ㈪

13：00 ～ 13：10
14：00 ～ 14：10

※子宮頚がん検診のみ受
診する方は、14：00 ～
14：10 受付

小千谷総合病院

5.  2 ㈮
5.  9 ㈮
5.12 ㈪
5.16 ㈮
5.19 ㈪
5.23 ㈮
5.26 ㈪
5.30 ㈮

12：30 ～ 12：50

※子宮頚がん検診のみ受
診する方は、14：30 ～
14：45 受付

魚沼病院

5.  2 ㈮
5.  9 ㈮
5.13 ㈫
5.16 ㈮
5.20 ㈫
5.23 ㈮
5.27 ㈫
5.30 ㈮

  9：00 ～ 12：30
15：00 ～ 17：30
※金曜日は 19：00 まで
受付

※ 20 ～ 38 歳の子宮頸
がん検診のみ実施

森平レディスクリ
ニック

子宮頚がん検診

乳がん検診（マンモグラフィ・視触診併用）

各種検診のご案内　指定された日時、会場で受診できない方や、受診通知書が届いていない方で、

受診を希望する方・申込みの取消しを希望する方は、健康センターにご連絡ください。

（申込み数により受付時間が
変更になる場合があります）

献血バスゆうあい号
　みなさんのご協力をお願いし
ます。
■日時／ 5月26日㈪午前9時30分
　～午後3時30分
■会場／エヌエスアドバンテック㈱

※ 3 月 10 日発行の市報おぢやでお知らせしたとおり、

小千谷総合病院の 4 月 14 日㈪の検診日は乳がん検診の

みの実施となります。

ＡＡグループミーティング
　アルコール依存を正しく理解し、互いに話し合
うことで断酒継続をしています。
■対象者／アルコール依存やお酒で体調をこわし
　ている方、家族、友人 
■日時／毎週水・金曜日 午後7時30分～ 9時
■会場／健康センター
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　40歳から74歳の方へ各医療保険者から「特定
健康診査受診券」が、また、特定健康診査結果か
ら特定保健指導が必要とされた方には「特定保健
指導利用券」が送付されます。
　この券には有効期限や自己負担金などが記載さ
れています。内容をご確認のうえ、健診当日まで
大切に保管してください。
　特定健康診査を受診
する際は「特定健康診
査受診券」と「保険証」
を、特定保健指導を利
用する際は「特定保健
指導利用券」と「保険
証」をお持ちください。
どちらか一方でも忘れ
た場合は、健診や保健
指導を受けることがで
きません。

特定健康診査などで個人負担をいただきます
　これまで市で行っていた基本健康診査は無料で
したが、特定健康診査の開始にともない、健診を
受ける方は受診料金が必要となります。
　料金はご加入の医療保険から通知があります。
なお、小千谷市における国民健康保険加入者、
16歳から39歳の方、75歳以上の方の受診料金は
次のとおりとなります。

検診の種類 健診の対象者 料　金

特定健康診査 市国民健康保険加入の
40歳から 74歳の方 1,000 円

健康診査
16歳以上 39歳以下 1,000 円

75歳以上 無　料

特定健康診査・特定保健指導

■問い合わせ／健康センター� 83-3640

各種健診・健康診査の料金免除

１　次のいずれかに該当する方は､ 市が実施する
健康診査（16 ～ 39歳、40 ～ 69歳で生活保護
法による被保護世帯などが対象）、血糖検査、肝
炎ウィルス検査の料金が免除されます。
①重度心身障害者医療費助成制度に基づく受給者
　証（県障受給者証）、または平成21年4月1日
　までに65歳から69歳になる方で小千谷市後期
　高齢者医療被保険者証をお持ちの方
　※検診・健康診査当日、受付で上記受給者証、
　　または被保険者証を提示してください。
②申請により料金が免除される方
　●対象／▽生活保護法による被保護世帯の方▽
　　平成18年分の所得の申告に基づく平成19年
　　度市民税非課税世帯の方
２　次のいずれかに該当する方は､ 小千谷市国民
健康保険が実施する特定健康診査（40 ～ 74歳
の国民健康保険被保険者）の受診料金が免除され
ます。
①重度心身障害者医療費助成制度に基づく受給者
　証（県障受給者証）、または平成21年4月1日
　までに65歳から74歳になる方で小千谷市後期
　高齢者医療被保険者証をお持ちの方
　※健康診査当日、料金支払いの際、上記受給者
　証と被保険者証を提示してください。
②申請により料金が免除される方
　●対象／平成18年分の所得の申告に基づく平
　　成19年度市民税非課税世帯の方

■申請方法／上記1、2ともに健康センターにあ
る申請書で4月30日㈬までに健康センターへ申請
してください。
■申請に必要なもの／印鑑、平成19年中に転入
した方は、転入前の課税市町村の発行する「平成
19年度市町村民税非課税証明書」
■問い合わせ／▽健康センター�83-3640
▽特定健康診査受診資格については市民生活課
�83-3509

特定健康診査受診券・特定保健指導利用券を送付
します

認
知
症
介
護
家
族
支
援
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健康・特定健診　　お知らせ
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　雪に強く、明るく住みよいまちづくりを進める
ため、市内に個人住宅を建築する方のための融資・
補助制度を用意しています。
　両制度とも建設課にある申請書に見積書、図面、
納税証明書などの必要書類を添えて着工前に建設
課に申請ください。

◎小千谷市住宅建築資金融資
　一般住宅・克雪住宅を建築する方や、既存住宅
を克雪住宅に改良する方に融資を行います。
■融資限度額／克雪住宅を新築する場合1,000万
　円・一般住宅を新築する場合700万円、克雪住
　宅に改良する場合300万円
■融資条件／
　①融資利率：返済開始後10年間は年2.25％と
　し、10年経過以降は市場金利内の範囲内で市
　長が定める利率
　②融資期間：20年以内（一括繰上償還もでき
　ます）
　③償還方法：元利均等の毎月償還
　④その他：連帯保証人、担保権などの融資条
　件は、別途取扱金融機関の定めるところによ
　ります。
■融資時期／工事検査完了後に市が発行する証明
　書を取扱金融機関が受理した月の翌月の5日
　（休日の場合は翌日）

◎克雪すまいづくり支援事業補助金
　克雪住宅を建築する方や、既存住宅を克雪住宅
に改良する方に補助金を交付します。
■補助対象者／▽市内に克雪住宅を新築、改築さ
　れる方。▽既存住宅の屋根を改良して克雪住宅
　に改良される方
■補助対象住宅／克雪住宅（融雪式・耐雪式・落
　雪式住宅）※別途基準があります
■補助金交付限度額／融雪式住宅44万円、耐雪式・
　落雪式住宅33万円
■受付期間／ 10月31日㈮まで（予定数に達し次
　第終了します）
※り災証明の判定が一部損壊以上の方が対象の

「雪国住まいづくり支援」（補助金限度額66万円）
も引き続き受け付けています。（工事完了後の申
請となります）

住宅を建築される方を応援します

　地震による木造住宅の被害を軽減し、災害に強
いまちづくりを推進するため、木造住宅の耐震診
断を受ける人に診断料の一部を助成します。

■補助対象者／次の要件をすべて満たす住宅を所
　有する者
　①市内に所在する住宅
　②昭和56年5月31日以前に建築された住宅
　③壁、柱、床、屋根その他の住宅の主要部分の
　大部分が木造である住宅
　④一戸建て住宅
　⑤現に居住のために使用されている住宅（店舗
　併用住宅など事業のために併用されている住宅
　を含む）
■耐震診断の対象範囲／助成の対象となる耐震
　診断の範囲は木造部分とします。高床・基礎な
　どの木造以外の部分は助成対象範囲より除き
　ます。
■助成金額／助成対象範囲の住宅の延べ床面積に
　応じて定めた耐震診断料から１万円を差し引い
　た額とします。

■受付戸数／先着20戸
■受付期間／ 10月31日㈮まで

木造住宅の耐震診断を支援します

Information　　住宅

耐震診断の対象となる
延べ床面積　　　　　

耐　震
診断料

自　己
負担額 助成金額

70㎡以下 7 万円 1 万円 6 万円

70㎡超
175㎡以下 8 万円 1 万円 7 万円

175㎡超 10 万円 1 万円 9 万円

■申請・問い合わせ／
　建設課建築住宅係� 83-3514

■申請・問い合わせ／
　建設課建築住宅係� 83-3514
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国民健康保険税　お知らせ

国
民
健
康
保
険
税
納
税
通
知

書
を
発
送

　

4
月
15
日
㈫
に
納
税
通
知
書
を

発
送
し
ま
す
。

▽
4
月
か
ら
特
別

徴
収
（
年
金
天
引

き
）
に
該
当
す
る

方
は
、
4
月
8
日

付
け
で
「
特
別
徴
収
（
仮
徴
収
）

開
始
通
知
書
」
を
発
送
し
ま
し
た

の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▽
普
通
徴
収
の
方
は
7
月
か
ら
、

特
別
徴
収
の
方
は
10
月
か
ら
納
税

額
が
変
わ
り
ま
す
。

　

普
通
徴
収
の
方
は
4
月
か
ら
6

月
ま
で
の
3
か
月
間
、
特
別
徴
収

の
方
は
4
月
、
6
月
、
8
月
の
保

険
税
は
、
平
成
19
年
度
の
保
険
税

額
を
基
に
仮
に
計
算
し
た
額
で
納

め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
平
成
20
年
度
の
確
定
保
険
税
額

は
、
平
成
19
年
中
の
所
得
な
ど
が

確
定
し
た
後
に
、
改
正
さ
れ
た
税

率
で
算
定
し
、
7
月
中
旬
に
改
め

て
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

▽
4
月
は
就
職
な
ど
異
動
の
多
い

時
期
で
す
。
変
更
が
あ
っ
た
場
合

は
、
お
早
め
に
届
け
出
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／

▽
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
：

税
務
課
�
83
・
3
5
0
8

▽
国
民
健
康
保
険
の
加
入
・
脱
退

な
ど
に
つ
い
て
：
市
民
生
活
課
�

83
・
3
5
0
9

国民健康保険税の算定方法が変わります

　国民健康保険税の算定に、平成20年度から新たに「後期高齢者支援金分」が
加わります。
　4月から、75歳以上の高齢者を対象に、老人保健制度に代わり「後期高齢者医
療制度」が創設されます。その制度を支援するための「後期高齢者支援金分」を
75歳未満の方から新たに負担いただくことになりました。
　これまでの「医療保険分」と「介護保険分（40歳から64歳までの方）」に「後
期高齢者支援金分」を合わせて国民健康保険税として納めていただきます。
　なお、賦課限度額は、医療保険分が年間47万円、介護保険分が年間9万円、後期高齢者支援金分が
年間12万円となります。

区　　分
医療保険分

（0 ～ 74 歳）

後期高齢者
支援金分

（0 ～ 74 歳）

介護保険分
（40～64歳）

改正前 改正後 新設 変更なし

①所得割
前年度の総所得金額などから基礎
控除額(33万円)を引いた額に税率
をかけて計算します

  6.7% 5.4% 3.5% 1.6%

②資産割 固定資産税のうち土地・家屋の税
額に税率をかけて計算します 18.0% 8.0% 6.0% 3.0%

③均等割 被保険者1人あたり 25,000円 24,000円 12,500円 9,500円

④平等割 1世帯あたり 26,000円 23,000円 10,000円 8,000円

　①～④の合計が保険税額となります。

■平成 20年度の税率（税率改正の内容）

　納税には便利で簡単な口座振替をお勧めします。口座振替の申し込みは市内金融機
関やゆうちょ銀行（郵便局）の窓口・税務課で手続きができます。
　口座振替については3月25日発行の市報おぢやにも詳しく載っています。

■国民健康保険税についての問い合わせは税務課� 83-3508 へ
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き　り　と　り　

き　り　と　り　

き　

り　

と　

り　

平成 20 年度

成人式のご案内
　成人になったみなさんをお祝いし、成人式を開催します。多数のご出
席をお待ちしています。
■日時／ 5月3日㈷午後1時開式（午後3時終了予定）
■式場／市民会館
■受付／午前 11 時 30 分～
■内容／記念式典・アトラクション・
　記念撮影
■成人式該当者／昭和62年4月2日～ 63年
　4月1日に生まれた方
■その他／
　※転入、転出された方も参加できます。
　※該当者が市外に転出されている場合は、
　　本人にご連絡ください。
　※該当者個人に案内状は送付しません。
　※記念品として、後日記念写真を郵送しますので、希望される方は裏
　　面の記念写真送付票にご記入のうえ、当日式場にお持ちください。
■問い合わせ／小千谷市公民館 ( 市民会館内 ) � 0258-82-9111

平成19年度成人式にて

　初心者の方でも受講できる教室
です。どなたもお気軽に参加してく
ださい。
■受講料／ 2,000円（用具、材料
費などは別途で実費徴収）
■申込期限／各コースとも4月25日
㈮まで
■合同開講式／ 5月16日㈮午後7時
から　市民会館大会議室

○洋画コース
■期日／ 5月16日㈮、21日㈬、5月
27日～ 7月15日は毎週火曜日
■時間／午後7時～ 9時30分
■会場／市民会館
■内容／人物
■講師／中村えつさん（長岡市）
■定員／ 30人

○日本画コース
■期日／ 5月16日㈮、5月21日～
7月9日は毎週水曜日、7月15日㈫
■時間／午後7時～ 9時
■会場／市民会館
■内容／静物（描法の基本）
■講師／田中武夫さん（六日町）
■定員／ 30人

○陶芸コース
　平成20年度の実施については未
定です。

美術工芸教室
公民館　� 82-9111

介
護
保
険
料
納
入
通
知
書
を

発
送

　

平
成
20
年
度
の
介
護
保
険
料
納

入
通
知
書
を
発
送
し
ま
す
。

▽
特
別
徴
収
対
象
者
（
4
、
6
、

8
月
分
）、
普
通
徴
収
対
象
者

（
4
月
か
ら
6
月
分
）
の
介
護
保

険
料
の
納
入
通
知
書
を
4
月
15
日

㈫
に
発
送
し
ま
す
。

▽
今
回
発
送
の
介
護
保
険
料
は
、

特
別
徴
収
の
場
合
は
、
前
年
度
の

2
月
の
期
割
額
と
同
額
で
計
算
し

ま
す
。
今
年
度
の
保
険
料
段
階
が

確
定
後
、
8
月
ま
で
の
保
険
料
を

精
算
し
10
月
以
降
の
保
険
料
を
通

知
し
ま
す
。

　

普
通
徴
収
の
場
合
は
、
前
年
度

の
保
険
料
を
も
と
に
計
算
し
ま
す
。

今
年
度
の
保
険
料
段
階
が
確
定
後
、

4
月
か
ら
6
月
ま
で
の
保
険
料
を

精
算
し
、
7
月
以
降
の
保
険
料
を

通
知
し
ま
す
。

▽
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
る

と
、
滞
納
期
間
に
応
じ
て
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
制
限
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
納
付
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／

▽
介
護
保
険
料
に
つ
い
て
：
税
務

課
�
83
・
3
5
0
8

▽
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
つ

い
て
：
高
齢
福
祉
課
�
83
・

4
0
6
0

献血功労者の表彰
　次の方々が表彰されました。
■献血回数10回
▽関貴義さん（坪野上）▽岡繁喜さ
ん（高梨）▽髙橋喜代さん（千谷川
2）▽大塚由喬さん（本町2）▽佐藤
豊子さん（若葉1）▽佐藤笑美子さ
ん（上片貝）▽広井哲也さん（千谷）
■献血回数30回
▽中山節夫さん（元中子）▽平澤和
正さん（三仏生）
■献血回数50回
▽佐藤諭さん(信濃町)

第6回市民芸能連盟発表会
　26の芸能団体が日ごろの練習成
果を発表します。どうぞご来場くだ
さい。
■期日／ 4月27日㈰
■時間／
　▽開場：午前11時
　　30分
　▽開演：正午
■会場／
　市民会館大ホール
■入場無料
■問い合わせ／田中一男�82-6440
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講座・イベント　　お知らせ

き　り　と　り　

き　り　と　り　

き　

り　

と　

り　

（市控用）

（送付用）

住　所
 〒　　　－

世帯主

氏　名
電話または
携帯番号

住　所
 〒　　　－

世帯主

氏　名
電話または
携帯番号

成人式記念写真送付票

5
月
の
お
は
な
し
会

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
に
よ

る
5
月
の
お
は
な
し
会
で
す
。

●
毎
週
火
曜
日　

午
後
3
時
30
分

～
4
時

5
月
13
日
、
20
日
、
27
日

※
6
日
㈫
は
、
祝
日
の
た
め
お
休

み
で
す
。

●
第
3
日
曜
日　

午
後
2
時
～
2

時
30
分　

5
月
18
日

●
会
場
／
図
書
館
1
階　

お
は
な

し
の
部
屋

■
問
い
合
わ
せ
／
図
書
館
�
82
・

2
7
2
4

手話奉仕員養成講座（入門課程）

健康福祉課　� 83-3517

　手話奉仕員を養成するための講
座を開催します。
■日時／ 5月20日㈫～ 11月11日㈫

（おおむね毎週火曜日）午後7時30分
～ 9時（全23回）
■会場／市民会館
■対象／市内在住で、手話に関心が
あり、講座終了後は手話サークルに
参加するなど手話活動が可能な方
■定員／ 20人
■受講無料　※テキスト、教材代金
として1,700円必要
■申込期限／ 5月2日㈮　
■申込・問い合わせ／健康福祉課
  

　不慮の事故や急病の時などの応
急手当の知識と技術を身に付けま
せんか。
■日時／ 5月2日㈮・6日㈫・7日㈬
午前9時～午後5時
※全日程参加者には受講証、最終日
の検定合格者には救急員認定証を交
付します。
■会場／
サンラックおぢや
■内容／心肺蘇生法、
止血法、ケガ、急病の
手当方法など
■対象／満15歳以上
■参加費／ 3,000円(教材費）
■申込／ 4月18日㈮までに健康福
祉課へ

赤十字救急法救急員養成講習会

健康福祉課　� 83-3517

市税等の納期限
■4月30日㈬
■固定資産税・都市計画税
　（第1期）
　国民健康保険税（4月分）
　介護保険料（4月分）

　市制施行記念市民駅伝競走大会の参加チームを募集します。
■日時／ 5月25日㈰午前10時スタート
■参加資格／市内に在住または在勤・在学（中学生以上）の方や小千
　谷市出身者（社会人・大学生）で心身とも健康で長距離走に出場可
　能な方
■部門／一般男子一部・一般男子二部・中学男子の部・一般女子の部・
　中学、高校女子の部
■参加料／無料
■申込／ 4月30日㈬までに総合体育館内社会体育課へ
■代表者会議／ 5月15日㈭午後7時～、総合体育館
　※一般の部の参加チームから各1名以上の役員をお願いします。

第53回市制施行記念市民駅伝競走大会

成
人
式
の
ご
案
内
は
23
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。



問　題　 平 成20年 度
がスタートしました。
さて、小千谷市の平成
20年度の一般会計予
算の総額はいくらで
しょうか。
①190億7千万円　②180億5千万円
③170億6千万円
　（ヒントは2ページ）
応募先　〒947-8501小千谷市役所総　
　　　務課広報広聴係あて（住所不要）
締　切　4月24日㈭（当日消印有効）
　3月号の答えは、①36機でした。
　抽選の結果次の方が当選しました。
　　今井康夫さん、杵渕和沙さん　
　　横山秋子さん

人口と世帯数（3月31日現在）

男 19,678人 前月比 －57 出生  21人

女 20,235人 前月比 －40 死亡  30人

合計 39,913人 前月比 －97 転入186人

世帯数 12,383世帯 前月比 ＋  7 転出274人

事故発生状況（3月31日現在）

20年3月まで 19年3月まで

件数   30件   44件

死者     0人     0人

傷者   37人   59人

消防本部出動状況（3月31日現在）

20年3月まで 19年3月まで

火災        3件        7件

救急    309件    325件

気象データ3月

20年3月 過去10年の平均

平均気温      4.4℃      3.8℃

最高気温    17.7℃    17.5℃

最低気温   －3.4℃   －4.1℃

降水量月計    72.5㎜  168.5㎜

小千谷地域消防本部速報値

Information　　戸籍・住民票窓口
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ちぢみの里の利用券が当たる 解答をはがきでお送りください。
正解者の中から、抽選で3人に
ちぢみの里の利用券を贈呈します。
市報おぢやの感想もあると担当は
うれしいのですが…

　5月1日㈭から戸籍、住民票に関する各種証明書の申請や届出の際、
窓口においでの方の本人確認が法律上必要となります。市では平成17
年12月1日から、窓口での本人確認を実施していますが、証明書を他人
に不正に取得されないため、また、他人による虚偽の届出を防ぐため、
本人確認がいっそう厳格化されます。
　各種の証明書申請や届出のため窓口においでの方は、運転免許証やパ
スポート、写真付き住民基本台帳カードなど身分を証明する書類をご持
参のうえ、係員にご提示ください。
■申請・届出の際に必要なもの／
窓口においでになる方が‥
　申請者本人の場合⇒
　　運転免許証など顔写真付きの本人確認書類1点また
　は、健康保険証、年金手帳など顔写真のない本人確認書類2点
　代理人の場合⇒
　　①代理人の運転免許証など顔写真付きの本人確認書類1点または、
　　　健康保険証、年金手帳など顔写真のない本人確認書類2点
　　②委任状
　※住民票については、代理人が申請者と同一世帯の方であれば委任状
　　は不要です。戸籍については、代理人がその戸籍に記載されている
　　方、または申請者の配偶者や直系の親族の場合は委任状は不要です。

※委任状は必ず委任者（窓口
に来れない方）本人が全て記
入ください。
※委任状は任意の様式でかま
いませんが、用紙を市民生活
課にも備えてありますので、
必要な方はお申出下さい。

■たとえばこんな時は？ [Ｑ＆Ａ］／
Ｑ：結婚して東京に住んでいる兄から、本人の戸籍をとるよう頼まれた
　　のですが、申請に必要なものは何ですか？
Ａ：窓口においでになるあなたの本人確認書類とお兄さんからの委任状
　　が必要です。
Ｑ：私の年金請求で戸籍謄本と住民票が必要です。同居していない子供
　　に頼むのですが、申請には何が必要ですか？
Ａ：窓口においでになるお子さんの本人確認書類と、住民票についてあ
　　なたの委任状が必要です。

●住民基本台帳カードは本人確認書類として利用できます。
　市民生活課で発行する写真付きの「住民基本台帳カード」は公的な本
人確認書類として利用できます。4月1日㈫から交付手数料が無料にな
りましたので、顔写真つきの証明書をお持ちでない方は、ぜひこの機会
に申請してください。写真付きカードの申請に必要なものは、顔写真1
枚（縦4.5ｃｍ×横3.5ｃｍ、6か月以内に撮影した無帽、正面、無背景
のもの）と印鑑です。また、官公署発行の顔写真付き証明書をお持ちの
方はご持参ください。代理人による申請もできますので詳しくはお問い
合わせください。　

■問い合わせ／市民生活課市民係� 83-3509

法律でよりいっそうの厳格化
ご協力ください　戸籍・住民票窓口での本人確認
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集
後
記

小千谷を描く  No. ３４１ 市街より越後三山を望む

　越後三山が白く光り、街は春陽に満ちています。小学 1 年生には大きすぎる
ランドセルのほほ笑ましい姿に目を細めていると、ズルパンとメイクの高校生
カップルも通ります。これも彼らの青春スタイルか、ようしそんならジイちゃ
んバンダナにラブハートの旗立てて、ピンクの上下に緑の腹巻、バアちゃんネ
オンカートをころがして七色シルクをひらひらとおへそにジュエリーてなもん
で、体育館前でギンギンど演歌の路上ライブでもいかが。活気づきますぜ。
　この陽気で私はまともになったようで。　　そんじゃまた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（絵と文は西脇正久さん）

　

市
報
と
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
有

料
広
告
の
掲
載
を
始
め
ま
し
た
。
は

た
し
て
広
告
掲
載
に
応
募
し
て
い
た

だ
け
る
事
業
所
が
あ
る
だ
ろ
う
か
と

心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
あ
り
が
た

い
こ
と
に
多
く
の
広
告
の
掲
載
申
込

み
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

新
し
い
年
度
を
迎
え
ま
し
た
が
、

当
編
集
部
は
前
年
度
と
同
じ
メ
ン

バ
ー
で
が
ん
ば
り
ま
す
。
ま
た
一
年

間
の
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。
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3
月
22
日
㈯
、
片
貝
保
育
園
で
卒

園
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
片
貝
保
育
園
を
巣
立
っ
た

園
児
は
46
人
。
ち
ょ
っ
と
緊
張
し
な

が
ら
卒
園
証
書
を
も
ら
い
、
参
列
し

た
保
護
者
の
前
で
「
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
」
と
言
っ
て
証
書
を
渡

し
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
、
市
内
で
は
保
育
園
児

2
2
1
人
、
幼
稚
園
児
1
2
3
人
が

卒
園
し
、
小
学
生
に
な
り
ま
し
た
。
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